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運用報告書（全体版） 

アジア・パシフィック・ 
ソブリン・オープン 
（年２回決算型） 

 

 
 

第34期（決算日：2026年１月７日） 
 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2029年１月５日まで（2009年１月16日設定） 

運 用 方 針 

ファミリーファンド方式により、日本を除くアジア諸
国・地域とパシフィック諸国のソブリン債券および準ソ
ブリン債券を中心に投資を行い、安定したインカムゲイ
ンの確保と信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

アジア・パシフィック・ソブリン・オープ
ン マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

日本を除くアジア諸国・地域とパシ
フィック諸国のソブリン債券および準ソ
ブリン債券 

運 用 方 法 

・ 日本を除くアジア諸国・地域とパシフィック諸国のソ
ブリン債券および準ソブリン債券を主要投資対象と
し分散投資を行います。 

・ ソブリン債券・準ソブリン債券からの安定した利子収
入の確保および信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主 な 組 入 制 限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ マザーファンドへの投資割合は、制限
を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資は、制限を設
けません。 

・ ソブリン債券以外への実質投資は、取
得時において、当ファンドの純資産総
額の35％以内とします。 

・ 同一企業が発行する債券への実質投資
は、当ファンドの純資産総額の10％以
内とします。 

・ 同一通貨への実質投資は、取得時にお
いて、当ファンドの純資産総額の30％
以内とします。 

・ 同一国・地域が発行する債券への実質
投資は、取得時において、当ファンド
の純資産総額の30％以内とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 外貨建資産への投資は、制限を設けま
せん。 

・ ソブリン債券以外への投資は、取得時
において、信託財産の純資産総額の
35％以内とします。 

・ 同一企業が発行する債券への投資は、
信託財産の純資産総額の10％以内とし
ます。 

・ 同一通貨への投資は、取得時において、
信託財産の純資産総額の30％以内とし
ます。 

・ 同一国・地域が発行する債券への投資
は、取得時において、信託財産の純資
産総額の30％以内とします。 

分 配 方 針 

毎年１月７日および７月７日（休業日の場合は翌営業
日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と
売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。基準
価額水準、市況動向、残存信託期間、運用の効率性等を
勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配対象
収益が少額の場合には分配を行わないこともあります。） 
 

  
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を優先
し、原則として分配を抑制する方針とします。（基準価
額水準や市況動向等により変更する場合があります。） 

◇MUZ-148031-0000-20260107◇ 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
アジア・パシフィック国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ベース） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

30期(2024年１月９日) 24,797 10 1.7 28,645 3.3 96.1 － 401 

31期(2024年７月８日) 27,290 10 10.1 31,775 10.9 97.0 － 503 

32期(2025年１月７日) 27,180 10 △ 0.4 32,011 0.7 96.1 2.3 467 

33期(2025年７月７日) 26,782 10 △ 1.4 31,810 △ 0.6 97.3 0.8 443 

34期(2026年１月７日) 28,841 10 7.7 34,515 8.5 97.3 0.4 399 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、ＦＴＳＥ世界国債インデックスの現地通貨建て国別サブインデックス（シンガポール、マレーシア、フィリピン、インド

ネシア、韓国、台湾、タイ、オーストラリア、ニュージーランド、中国）の基準日前営業日の各指数とJ.P. Morgan GBI-EM Broad India

（インド・ルピー建て、ヘッジなし）の基準日前営業日指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪアセット

マネジメントが円換算したうえ等ウエイトで合成し、当ファンド設定日を10,000として指数化したものです。なお、2022年８月１日以

降、参考指数の国別サブインデックスの内、台湾を外し中国を追加して連続させて指数化しています。 

 各国の国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、各国国債の総合収益率を指数化した債券インデックスです。FTSE 

Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデッ

クスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデー

タの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE 

Fixed Income LLCに帰属します。 

 J.P. Morgan GBI-EM Broad India（インド・ルピー建て、ヘッジなし）：情報は、信頼性があると信じられる情報源から取得したもの

ですが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganから

の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2015, J.P. Morgan Chase & Co.

All rights reserved. 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
アジア・パシフィック国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （円ベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年７月７日 26,782 － 31,810 － 97.3 0.8 

７月末 27,364 2.2 32,508 2.2 96.4 1.2 

８月末 27,254 1.8 32,440 2.0 97.7 0.2 

９月末 27,420 2.4 32,645 2.6 97.2 － 

10月末 28,287 5.6 33,776 6.2 96.5 0.6 

11月末 28,589 6.7 34,136 7.3 97.5 － 

12月末 28,828 7.6 34,446 8.3 97.0 0.4 

(期  末)       

2026年１月７日 28,851 7.7 34,515 8.5 97.3 0.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

運用経過
第34期：2025年７月８日～2026年１月７日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

22,000
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30,000

（百万円）
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2025/７/７ 2025/９/３ 2025/11/４ 2026/１/５

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 34 期 首 26,782円
第 34 期 末 28,841円
既払分配金 10円
騰 落 率 7.7％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

基準価額は期間の初めに比べ7.7％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

マレーシアやタイ、オーストラリアなど全ての投資した通貨が対
円で上昇したことやインドネシアの金利が低下したことが、基準
価額の上昇要因となりました。

上昇要因

韓国やオーストラリアなどの金利が上昇したことが、基準価額の
下落要因となりました。

下落要因

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

― 4 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_1091530.indd   402_コメント-費用-TER_10pt_1091530.indd   4 2026/02/17   10:00:472026/02/17   10:00:47



6

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

第34期：2025年７月８日～2026年１月７日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

アジア・パシフィック・ソブリン・
オープン（年２回決算型）
アジア・パシフィック・ソブリン・オー
プン　マザーファンド受益証券を主要投
資対象としており、実質的な運用はマ
ザーファンドで行っています。

アジア・パシフィック・ソブリン・
オープン　マザーファンド
債券戦略
日本を除くアジア諸国・地域とパシ
フィック諸国のソブリン債券（国債、政

府保証債、国際機関債などをいいま
す。）および準ソブリン債券（政府の出
資比率が50％を超えている企業の発行す
る債券をいいます。）を主要投資対象と
し、これらの債券を高位に組み入れて運
用しました。
マレーシアリンギット建てやインドル
ピー建てなどの債券組入比率を高めとし
ました。

通貨戦略
外貨建資産について、対円での為替ヘッ

債券市況
投資対象国・地域の金利はまちまちな動
きでした。
インドネシアやフィリピンでは、中銀が
利下げを実施したことなどから、金利は
低下しました。
韓国では、中銀が政策金利を維持するな
か、半導体需要の高まりにより株式市場
が上昇したことなどを背景に、金利は上
昇しました。
オーストラリアでは、インフレ率が上昇
に転じたことなどから、利下げ期待が剥
落し、金利は上昇しました。

為替市況
多くの投資対象国・地域の通貨は円に対
して上昇しました。
マレーシアリンギットは、海外企業から
のデータセンターの需要などを背景に、
景気が堅調に推移していることなどから、
対円で上昇しました。
タイバーツは、データセンターでのＨＤ
Ｄ製品需要などによる堅調な電気・電子
関連輸出や観光シーズンの到来を背景に、
対円で上昇しました。
オーストラリアドルは、中銀は利下げを
行ったものの、その後インフレ率が上昇
に転じ、利下げ期待が後退したことから、
対円で上昇しました。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

ジは行いませんでした。なお、資本規制
のあるアジア諸国の通貨については、通
貨比率の調整のために直物為替先渡取引
（ＮＤＦ）を使用しました。

※直物為替先渡取引とは、一種の外国為替先渡取引
であり、決済時に元本の受け渡しを行わずに、取
引時に決定した取引レートと決済レートの差およ
び元本により計算した額を、米ドル等に換算して、
受け渡しを行う取引です。

マレーシアリンギットやインドルピーな
どの通貨組入比率を高めとしました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は、アジア・パシフィック国債インデックス
（円ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

2025/７/７ ～ 2026/１/７

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間、運用の効率性等を勘案し、
次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第34期
2025年７月８日～2026年１月７日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.035％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 19,307

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

アジア・パシフィック・ソブリン・
オープン（年２回決算型）
引き続き、アジア・パシフィック・ソブ
リン・オープン　マザーファンド受益証
券を主要投資対象として運用を行います。
マザーファンドの組入比率を引き続き高
位に保ち運用を行っていく方針です。

アジア・パシフィック・ソブリン・
オープン　マザーファンド
マレーシアリンギット建てや相対的に金
利水準の高いインドルピー建てなどの債
券組入比率を高く維持し、安定的な利子
収入の確保を目指します。
マレーシアリンギットやインドルピーな
どの通貨組入比率を高めとする予定です。

利息収入と債券価格の変動を考慮して、
当面のデュレーション（平均回収期間や
金利感応度）は期間末と概ね同程度とす
る予定です。デュレーションを調整する
ために、債券先物を使用する場合があり
ます。
外貨建資産については、原則として対円
での為替ヘッジは行いません。通貨比率
の調整方法として、直物為替先渡取引な
どの為替取引を行います。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

2025年７月８日～2026年１月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 232 0.832 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (133) (0.477) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (93) (0.333) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (6) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0 0.000 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(先物・オプション) (0) (0.000)

(ｃ)そ の 他 費 用 18 0.065 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (16) (0.057) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (1) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (2) (0.005) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 250 0.897

期中の平均基準価額は、27,827円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.78％です。

総経費率
1.78％

運用管理費用（投信会社）
0.95％

運用管理費用（販売会社）
0.66％

運用管理費用（受託会社）
0.04％

その他費用
0.13％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2025年７月８日～2026年１月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド 1,893 7,135 22,879 84,335 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月８日～2026年１月７日) 

 

＜アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 307 307 100.0 313 313 100.0 

平均保有割合 6.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2026年１月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド 123,552 102,566 398,439 
 
 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

○投資信託財産の構成 (2026年１月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド 398,439 98.8 

コール・ローン等、その他 4,740 1.2 

投資信託財産総額 403,179 100.0 
 

（注） アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（6,045,788千円）の投資信託財産

総額（6,096,575千円）に対する比率は99.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝156.66円 １オーストラリアドル＝105.57円 １ニュージーランドドル＝90.66円 １シンガポールドル＝122.41円 

１マレーシアリンギット＝38.6835円 １タイバーツ＝5.01円 １フィリピンペソ＝2.6463円 100インドネシアルピア＝0.94円 

100韓国ウォン＝10.82円 １インドルピー＝1.75円 １中国元＝22.4308円  

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年７月８日～2026年１月７日) 

＜アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド＞ 

特 定 資 産 の 種 類 件  数 

直物為替先渡取引 3 

 
当期に、アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）の主要投資対象であるアジア・パシ

フィック・ソブリン・オープン マザーファンドにおいて行った取引のうち、「投資信託及び投資法人に関す

る法律」第11条に基づき価格等の調査が必要とされた資産の取引については、PwC Japan有限責任監査法人へ

その調査を委託し、調査報告書を受領しました。当該取引については、取引相手方の名称、通貨の種類、売買

別、想定元本、満期日、その他当該取引の内容に関することについて調査を依頼しました。 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 403,179,267   

 コール・ローン等 4,739,787   

 アジア・パシフィック・ソブリン・オープン マザーファンド(評価額) 398,439,387   

 未収利息 93   

(B) 負債 3,542,753   

 未払収益分配金 138,567   

 未払解約金 11,729   

 未払信託報酬 3,383,498   

 その他未払費用 8,959   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 399,636,514   

 元本 138,567,670   

 次期繰越損益金 261,068,844   

(D) 受益権総口数 138,567,670口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 28,841円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 165,436,999円 

期中追加設定元本額 3,294,843円 

期中一部解約元本額 30,164,172円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.8841円です。 

 

○損益の状況 (2025年７月８日～2026年１月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 7,354   

 受取利息 7,354   

(B) 有価証券売買損益 31,532,832   

 売買益 33,923,006   

 売買損 △  2,390,174   

(C) 信託報酬等 △  3,392,457   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 28,147,729   

(E) 前期繰越損益金 82,288,130   

(F) 追加信託差損益金 150,771,552   

 (配当等相当額) (  157,232,704)  

 (売買損益相当額) (△  6,461,152)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 261,207,411   

(H) 収益分配金 △    138,567   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 261,068,844   

 追加信託差損益金 150,771,552   

 (配当等相当額) (  157,246,220)  

 (売買損益相当額) (△  6,474,668)  

 分配準備積立金 110,297,292   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年７月８日～ 
2026年１月７日 

費用控除後の配当等収益額 7,157,918円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 6,231,789円 

収益調整金額 157,246,220円 

分配準備積立金額 97,046,152円 

当ファンドの分配対象収益額 267,682,079円 

１万口当たり収益分配対象額 19,317円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 138,567円 
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アジア・パシフィック・ソブリン・オープン（年２回決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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